
３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適当か？

費用便益分析

計画 ・前回再評価時 今 回 再 評 価 時 備 考 ・ 便 益 説 明

算出根拠マニュアル
下水道事業における費
用効果分析マニュアル

下水道事業における費用
効果分析マニュアル

現在価値比較法

基 準 年 平成11年度 平成22年度

区 分 項 目 現 在 価 値
構 成
比

現 在 価 値
構 成
比

費 用

( 千 円 )

工 事 費 97,723,000
88.3
% 71,754,850

91.8
％

市町村の整備費用、完成後50
年間の改築更新費を含む

維持管理費 12,977,000
11.7
% 6,388,740

8.2%
％

市町村の維持管理費含む

費 用 合 計 ( C ) 110,700,000 78,143,590

便 益

( 千 円 )

周辺環境の
改善効果の
便 益

70,951,000
41.7
% 68,269,980

63.9
％

下水道が整備されない場合の
中小水路の覆蓋等に係る費用

居住環境の
改善効果の
便 益

99,083,000
58.3
% 38,520,640

36.1
％

下水道が整備されない場合の
浄化槽の設置、維持管理費に
係る費用

便 益 合 計 ( B ) 170,034,000 106,790,620

費用対効果分析(B/C) １．５４ １．３７

事業計画に定めたスケジュール、事業量を計画に基づき執行しており、区域の整備に応じて
供用を図っている。
当該区域の下水道水洗化人口の伸びと、直下流の環境基準点における水質(ＢＯＤの推移)は
下水道の整備にともなって年々改善傾向にあり、生活環境の向上や水質保全に大きな効果を
発揮している。

当該区域における生活環境の改善及び公共用水域における水質汚濁の改善を目的とした事
業である。
産業の発展や生活様式の近代化および環境保全への関心がますます高まっている現在にお
いても、本事業を継続していくことが必要である。また、利根川を水源とする下流都県への良好
な水環境の形成に対しても、上流部にあたる本事業の責務は大きく、水質環境基準を達成する
ために定められた利根川流域別下水道整備総計画の推進に必要不可欠な事業である。

H20年度末
群馬県下水道
処理人口普及率

平塚水質浄化センター放流先直下の環境基準点（利根大堰）
における水質（BOD)の推移

下水道処理人口普及率と利根川水質の推移
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平成21年度末
群馬県下水道
処理人口普及率佐波処理区下流

環境基準点
利根大堰での水質

下水道処理人口普及率の上昇とともに、
水質改善の傾向がみられる。

利根川本川におけるＢＯＤ値の縦断分布（平成21年度）
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